
算数・数学調査部会の取組 

◆ 事象を数学的に解釈し，問題解決の方法や成り立つ事柄の特徴を数学的な
表現を用いて説明することや，ある事柄が一般的に成り立つ理由を説明す
ること 

◆ 今回の全国学力・学習状況調査において，滋賀県（公立）の小・中学校と
もに，多くの設問で全国と比べ無解答率が高いこと 

課 題 

○ 事象を数学的に解釈し，問題解決の方法や成り立つ事柄の特徴を数学的な
表現を用いて説明することや，ある事柄が一般的に成り立つ理由を説明で
きる子ども 

○ 難しい課題であっても，あきらめずに取り組むことができる子ども 

取 組 

目指す子ども像 

実証授業で検証 
☆ 評価問題で定着の度合いを確認！ 
☆ より効果的な指導の在り方を求め，指導案・教材を改良 

「指導例（指導案・教材）」と「指導後の評価問題」の作成 
☆ 新学習指導要領で求められている力を付けることをねらう学習活動 
☆ 日常的な事象や教科書には載っていない課題等も使用 
☆ 児童生徒の実態に合わせてアレンジして利用可能 
☆ 小学校３例，中学校３例  
  Webページ「確かな学び豊かな学び滋賀の学び」 
  http://www.shiga-ec.ed.jp/manabi-shiga/からダウンロード可能 
   



－調査部会の取組から見えてきた指導のポイント－ 

事象を数学的に解釈し，問題解決の方法や成り立つ事柄の特徴を
数学的な表現を用いて説明することや，ある事柄が一般的に成り
立つ理由を説明できるようにするためには 

（例） 
○ 多様な考えを引き出せるような課題を提示しましょう。 
○ 日常的な課題や発展的な課題を提示する際，児童生徒がその課題をしっか

りと把握してから自力解決できるように工夫しましょう。 
※ まず簡単な問題で確認させる。 
※ 課題を視覚的に提示することでイメージをもたせる。（実物・ICT等

の活用） 
○ 授業の中で，児童生徒が自分の考えをまとめたり，発表したりする機会を

もちましょう。 
○ 授業の終わりに，友だちの発表を聞いてよい考えと思ったものをノートに

まとめさせたり，授業で学んだ考え方を使って類題を解決させたりしま
しょう。 

   

  

難しい課題であっても，あきらめずに取り組むことができる子ど
もを増やすためには 

（例） 
○ 児童生徒が解きたくなるような課題の提示の仕方を工夫しましょう。 
○ 授業の最初に，前時までに学習した内容の中から本時で扱う内容を確認し

ましょう。 
○ 授業の終わりに，本時の学習内容が定着していることを類題を使って確認

しましょう。 

 
 全国学力・学習状況調査では，記述式の問題として「事実」，「方
法」，「理由」を説明することが問われています。これらの記述式の
問題の出題において評価する記述内容は，今後の算数・数学科の指導
で求められる方向につながるとされています。 

 



指導のねらい 
（ ）を用いて，数量の関係を１つの式に表したり，その式の意味を考えたりすることができるようにする。 

課題が見られた問題の概要とその結果 

B １（２）おつりを正しく求められる式になるように，式に（  ）を書き加える。   〔正答率39.9%〕 

主に「活用」に関する問題を参考にした指導例 

１の式を参考に，おつりを求める式を言葉の式に表す。 
1000は何を表していますか。 

おつりを求める言葉の式を参考にして，下の問題に取り組む。 

この問題なら，おつりを求めるのは簡単です。 

ここがポイント 

かっこは，２種類の品物
の代金の合計を先に求め
るためのものなんですね。 

○最初に，おつりを求める簡単な問題に取り組ませてから，おつりを求める言葉の式をイメージさせる。 

○言葉の式の数学的な意味を理解し，その式に合うように式をつくらせることが大切である。 

 花子さんは１０００円持って買い物 
に出かけました。 
 ６００円の筆箱を買うと，おつりは 
いくらになるでしょう。 
                                        

1000 

 たろうさんは，１０００円持って買い物に出かけました。５００円の本１さつと１本１００円の 
ペン３本を買いました。おつりはいくらになりますか。 
 

 

 

 

 

 

                       ５００円          １本１００円 

1000 

 問題１  

 

  １０００ － ６００ ＝ ４００ 
 

      －    ＝  

  

出したお金 代金 おつり 

おつりを求める言葉の式をつくるために，具体的におつりを求める問題に取り組む。 

600は何を表していますか。 

400は何を表していますか。 

おつり 
                
１０００－  ５００＋１００×３ ＝２００ 

１０００－（５００＋１００×３）＝２００  

出したお金 代金 おつり 

出したお
金です。 

品物の代金です。 おつりです。 

算数（第４学年 式と計算の順序） 

教師 

かっこがないと，おつりが
正しく求められません。 

600円 



指導のねらい 
・簡単な二次元表を使って，二つの観点から表をみることができるようにする。 
・資料の中の数量の大きさの違いを一目でとらえることができるという棒グラフの特徴について，表と
関連付けながら気付くことができるようにする。 

課題が見られた問題の概要とその結果 
B ３（３）二次元表に示された数の意味を考え，円グラフと関連付けて考える。      〔正答率37.2%〕 

主に「活用」に関する問題を参考にした指導例 

「１学期の種類別けがの人数」のグラフをかく。 

表題と項目名のない棒グラフから，
「２学期の種類別けがの人数」の
グラフを見分ける。 

「2学期の種類別けがの人数」の棒グラ
フは何番のグラフかわかりますか。ま
た，そう判断した理由がいえますか。 

○二次元表の中の数が表す事柄を二つの項目と単位に着目して読み取り，その内容を表の中の言葉を用いて 

 適切に表現できるようにすることが大切である。 

○二次元表の中で読み取った値が，どの棒グラフで表されているかを判断することが大切である。 

 左の表は，たろうさ
んの学級のじ童の，け
がの記ろく〔１学期〕
をまとめたものです。
この表から気づいたこ
とをできるだけ多く見
つけましょう。 

  １学期のけが調べ （人） 

  4月 5月 6月 7月 合計 

切りきず 0 0 1 0 1 

すりきず 1 2 3 2 8 

つき指 0 1 1 0 2 

打ぼく 1 1 2 0 4 

合計 2 4 7 2 15 

左表の「３」は，
「６月」と「す
りきず」だから，
「６月にすりき
ずのけがをした
人数」を表して
います。 

（１）                  （２）                  （３） 

    ２学期のけが調べ    （人） 

  9月 10月 11月 12月 合計 

切りきず 0 1 0 0 1 

すりきず 7 4 3 2 16 

つき指 0 1 0 1 2 

打ぼく 1 1 0 5 7 

合計 8 7 3 8 26 

 1        16      2        7 

表から読み取った「1･16･２･７」
が，どの棒グラフに表されている
か探すとよいと思います。 

表のどの値を棒グラフに表したら
よいのかなあ。 

１学期の種類別けがの人数だから，合計
の「１･８･２･４」を棒グラフに表すの
だと思います。 

算数（第３学年 表と棒グラフ） 

３
の
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の
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に
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新

た
に
追
加
し
た
情
報 
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しゅるい 
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しゅるい 
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(人） (人） (人） 

教師 

ここがポイント 



指導のねらい 
 イメージした割合を，式，図，言葉を使って表現し，それぞれの方法を使って説明することで，それぞれの
良さを感じとったり，割合の理解をより深めたりすることができるようにする。 

課題が見られた問題の概要とその結果 

B ５（２）割引券を使うと値引きされる金額が最も大きくなる商品を選び，そのわけを書く。〔正答率13.7%〕 

３つの商品を買うとき，そのうちの１つに２０％引きの割引券を使う。どの商品に使
うと得か考え，説明する。 

○３つの品物の合計金額が尐なくなる方が「お得」と考えられるが，ここでは割合に焦点を当てるため， 
 値引きされる金額が大きいことであると確認する必要がある。 
○式，図，言葉を使って説明させる活動を通して，それぞれのよさを感じとらせることが大切である。 

主に「活用」に関する問題を参考にした指導例 

       （定価）  値段が高いものに使うと  
〔くつ下〕   １００円  
〔Tシャツ〕  １０００円    
〔グローブ〕１００００円 値引きされる金額が大きくなる     
     に割引券を使うと お得 です。 
 
理由は，式，図，言葉を使って説明しましょう。 

2割引き 

なんとなくグローブ
に使うと得するよう
な気がするけど‥‥。 

値引きされる金額が
大きくなることがお
得と考えましょう。 

          （値引きの割合） 
〔くつ下〕   １００×０．２＝  ２０   小  
〔Tシャツ〕  １０００×０．２＝ ２００    
〔グローブ〕１００００×０．２＝２０００   大 
 だから，グローブに割引券を使うとお得である。 

値引きされる金額は，（定価）×（値引きの割合）で求められる。 

値引きの割合は，どの商品も２０％で同じ。 

定価が高いほど，値引きされる金額が大きくなる。 

３つの商品の中では，グローブの定価が一番高い。 

だから，グローブに割引券を使うと一番お得である。 

（板書の例） 

（式を使った説明の例） 

（図を使った説明の例） 

式だと，値引きされる
金額が正確にわかり，
比較しやすいです。 

（言葉での説明の例） 

くつ下

Tシャツ

グローブ 8000円 2000円

0 0.8 1

２0円80円

800円 200円

0 0.8 1

0 0.8 1

図だと，値引き
された金額の大
小関係がはっき
りとわかります。 

言葉だと，商品の
定価が変わっても，
いつでもいえます
よね。例えば，T
シャツが998円
なら簡単に計算で
きませんよね。 

算数（第５学年 割合とグラフ） 

教師 

ここがポイント 



指導のねらい 

 具体的な問題解決の場面で，連立二元一次方程式を見通しをもって的確に活用することにより，数学的な処理の
よさに気付かせる。 

課題が見られた問題の概要とその結果 
B １ （２）数量の関係を連立二元一次方程式で表し，これを解く。         〔正答率40.5% 無解答率20.9%〕 

B １ （３）卓球をした場合と同じ身体活動量で，運動の実施時間を半分にできる別の運動を判断し，その理由を説
明する。                                        〔正答率30.9% 無解答率4.0%〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※この施設では，仕事を10分単位で選択することができます。 

 「びわこキャッフィーの森」では，仕事をすると，この施設で使える通貨（アル）がもらえます。そこで，太郎さんはこの
施設で仕事をして，通貨を集めようと考えました。 

■通貨（アル）は，「びわこキャッフィーの森」で使える通貨の単位です。仕事をしてもらえる通貨（アル）は，次の式で求 
 めることができます。    もらえる通貨（アル） ＝ 仕事の強度 × 活動時間（時間）  
■仕事の強度は，仕事で行う活動の強さを示す数値です。  

強度    仕事の例 
 ４    警察署 
 ６    図書館 
 ８    コンビニエンスストア 
１０    パン工場 
１２    ラジオ局 
１５    消防署 
１６    裁判所 
２０    医薬研究所 
２４    学校 

裁判所で１時間３０分仕事をしたときに，もらえる通貨を求める。 

２種類の仕事を合計２時間行って，２８アルになる仕事とその時間を求める。 

２つの数字をたして２８になる
ものを探せばいいんだね。 

仕事は１０分単位で選べるけど，
当てはめる方法では限界があるわ。 

パン工場と裁判所の仕事を合計２時間行って，２３アルにするために，それぞれの
時間を求める。 

パン工場でx時間，裁判所でy時間働くと考

え，連立方程式を解くと求められるんだ。 
連立方程式を使うと
便利だね。 

もらえる通貨の計算式は簡単だけど，
１時間30分を小数で表すと？ 

○目的に応じて情報を的確に選択し，数学を活用できるようにすることが必要となる。 

○言葉で表れた式の数学的な意味を理解することが大切である。 

数学（第２学年 連立二元一次方程式） 

主に「活用」に関する問題を参考にした指導例 

  (通貨)                ③を②に代入する      
  (時間)                   x＋0.5＝２        

 ①       10x＋16y＝23         x＝1.5       

 ②×10 －） 10x＋10y＝20        パン工場1.5時間     
             6y＝３      A 裁判所 0.5時間         

             y＝0.5‥‥③  

６𝒚＝３ 

６𝒚

６
＝
３

６
 

𝒚＝０.５ 

ここがポイント 



Ｂ ２ (１) 予想が成り立たない連続する３つの奇数の例をあげ，その和を求める。 〔正答率53.9% 無解答率  8.9%〕 
Ｂ ２ (２) 連続する３つの奇数の和が３の倍数になることを説明する。           〔正答率26.1% 無解答率30.2%〕 

指導のねらい 

 身近な数の性質を帰納や類推によってとらえ，それを文字を用いた式を使って一般的に説明することの必要性と
意味を理解させ，文字を用いた式を活用する能力を養う。 

課題が見られた問題の概要とその結果 

日 月 火 水 木 金 土 

    1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30 31     

日 月 火 水 木 金 土 

    1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30 31     

カレンダーで，横長の長方形で囲まれた３つの数
について，いつでもいえることをあげる。 

右にいくほど，ひとつずつ増加しているわ。 

和は１２，２４，７２になるけどいつも
１２の倍数になるのかなあ。３つの数が
「１，２，３」だと‥‥。 

カレンダーで，縦長の長方形で囲まれた３つの数
について，横長の長方形の場合と比較する。 

和が中央の数の３倍になることをいうためには，和
が３×（中央の数）の形に変形できればいいんだね。 

 ｎを自然数とすると，囲まれた３つの数は，ｎ，n＋７，ｎ＋１４と表される。 
 このとき，この３つの数の和は， 
  n＋（n＋7）＋（n＋１４）＝ n＋n＋7＋n＋１４ 
               ＝３n＋２１ 
               ＝３（n＋７） 
 よって，３×（中央の数）となり，３つの数の和は中央の数の３倍になる。   

カレンダーで，十字形で囲まれた５つの数の和が
いつでも５の倍数になることを説明する。 

日 月 火 水 木 金 土 

    1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30 31     

横の３つの数でいえたことで，縦の３つの
数でいえないことはあるのかなあ。 

○数字の規則性に気付き，成り立つと予測したことを言葉で表した後，文字を使って説明することが大切である。 

○ある事柄が成り立たないことを示すには，反例を１つあげればよいことを理解させ，正しくない理由を説明する 

  機会を設けることが大切である。 

ｎ－７ 

ｎ－１  ｎ  ｎ＋１ 

ｎ＋７ 

中央の数をｎ
とすると，和が
きれいに整理で
きたわ。 

主に「活用」に関する問題を参考にした指導例 

数学（第２学年 式の計算） 

ここがポイント 



指導のねらい 
 数学的な表現を用いながら他者に説明し伝え合う場面を意図的に設けることが必要である。その際には，表，式，
グラフを適切に選択したり，自分の表現を他者の表現と比較したりすることにより，事象の考察を深めることを体験
できるようにすることが重要である。 

課題が見られた問題の概要とその結果 
Ｂ ６ (１) Ｌ字型の厚紙を引き出すとき，その長さと面積の関係を表すグラフの特徴を説明する。 

                                                  〔正答率38.5% 無解答率49.5%〕 
Ｂ ６ (２) 封筒から引き出した部分の長さと面積の関係を表したグラフから，厚紙の形として正しいものを選ぶ。 

                                                   〔正答率50.6% 無解答率4.4%〕 

引き出した厚紙の面積とグラフの特徴を関連付けて
説明する。 

グラフだけで，も
との厚紙を予想す
るのは難しいなあ。 

面積の変化のようすが右下のグラフになる厚紙の形を予想し，その理由を説明する。 

直角二等辺三角形ということは，面積yはxの式に表

せるわ。式から，放物線になることもわかったわ。 

【図１】の三角形は，直角二等辺三角形になるよ。 

【図２】では，一定の割合で面積が増加す
るから，グラフは直線になるんだね。 

直線の傾きぐあいの違いは
面積の増加量の違いだから，
いろいろ考えられるね。 

○具体物やコンピュータを使って，面積の増加のようすをとらえさせることが有効である。 

○放物線と直線の違いに着目させることは大切であるが，それらの傾きの大きさを厳密にとらえすぎないようにする。 

 右の図のように封筒と台形の厚紙があります。 
この厚紙を封筒の中に入れて，右の図のように左へ引き出します。 
図1，図2は，その様子を表したものです。このとき，厚紙を封筒の端からxcm 
引き出したときに封筒から出ている部分の面積をycm２とします。 

                                                        45° 
y                                       y 
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主に「活用」に関する問題を参考にした指導例 

数学（第３学年 関数y＝ax
２ ） 

0 

ここがポイント 


